
©2026 独立行政法人国立科学博物館附属自然教育園

ご

約1cm

今週はここに注目！

オニユリが
咲きました！

附属自然教育園

詳しくはＨＰの「見ごろ情報」
をご覧ください

https://ins.kahaku.go.jp/ 

ツマグロヒョウモン
豹に似た模様の翅をもつチョウです。幼虫
の食草はスミレの仲間で、花壇に植えられ
たパンジーなどの園芸スミレも食べます。
そのため、住宅地などでも多く見られます。

オス

メス

水生植物園で
よく見られます

オオシオカラトンボ
いもりの池や武蔵野植物園の池周
辺でよくみかけます。複眼が黒い
ことで、シオカラトンボ（複眼は
青）と区別がつきます。

水生植物園や
武蔵野植物園で
よく見られます

ヤブミョウガ
食用になるミョウガ
（ショウガ科）と葉
が似ていて、やぶに
生えることが名前の
由来。ツユクサの仲
間で、真っ白な花は、
見ているだけで涼し
げです。

路傍植物園
などで

見られます

紅紫色の花がとても目立ちます。
禊萩（みそはぎ）の名前は、草の
姿が萩に似て、旧暦の盆にこの枝
葉で禊（みそぎ）をすることによ
ります。お盆の供花として代表的
なもののひとつで、精霊花、盆花
とも呼ばれます。

ミソハギ

オニユリ
10cmほどの大きな花を下向きに
咲かせます。葉のわきには黒紫色
の珠芽（ムカゴ）がつき、食べる
ことができます。また、鱗茎は
「ユリ根」と呼ばれ、こちらも食
用とされています。

ミョウガ
中国南部原産の植物で、栽培のも
のがよく野生化しています。野菜
としてもおなじみ。料理に使われ
る赤紫色のものは、花の「つぼ
み」にあたります。花が根元から
ひょこっと顔を出しています。
真っ白でとても美しいので是非観
察してみてください。

ミズタマソウ
白色の小さな花を咲かせます。がく、
花弁、雄しべがすべて２つの「２数
性」という性質を持つ花です。白い
毛が密生した果実が露にぬれた様子
を水玉に見立てたことが名前の由来
とされています。

花

果実ミカンの仲間で、葉を揉むと柑橘系
のにおいがします。松風草（まつか
ぜそう）の名前は、やわらかい葉が
微風でも風にそよぐ様子に由来しま
す。

マツカゼソウ
花

光沢の強い青緑色の幅広い翅を
もったトンボです。蝶のようにヒ
ラヒラ飛ぶ姿が観察できます。

チョウトンボ

水生植物園で
見られます

木全体、特に葉に臭気があること
から臭木（くさぎ）の名前がつき
ました。一方、花はよい香りで、
沢山の虫たちが訪れる「昆虫レス
トラン」として賑わっています。

クサギ

当園は天然記念物および史跡に
指定されています。

自然を保護するためのお願い

花をおったり、動物を
つかまえたりすることは
禁止されています。
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メハジキ
淡紅色の唇形の花が葉の付
け根に咲きます。茎を短く
切って、上下のまぶたでは
さんで飛ばす子どもの遊び
に使われたことが名前の由
来とされています。

花

淡紫色の小さな花をたくさんつけていま
す。山地や低地の林にも普通に見られる
植物で、栽培もされます。名前に「ラ
ン」とついていますが、ランの仲間で
はなく、アスパラガスと同じ仲間（クサ
スギカズラ科）です。

ヤブラン

全域で
見られます全域で

見られます

山野で見られるつる性の多年草で
す。地面を這うつるは、他のもの
に巻きつくか地面を這って10m 
以上に伸びます。古来から根に含
まれるデンプンは葛粉として利用
されてきました。また葛根とよん
で生薬にもします。

クズ

全域で
見られます

和名の由来はハギに似て禊（みそ
ぎ）に使ったことから禊萩、また
は溝に生えることから溝萩による
といわれます。お盆の供花として
よく使われ、鮮やかな赤紫色の花
を咲かせます。

ミソハギ

水生植物園で
見られます

アオスジアゲハ
幼虫は街路樹として利用されるクス
ノキ科の植物を食べるため、街中で
もよく見かけます。飛翔力が高く、
樹木や花のまわりを元気にとびま
わっている様が、園内のあちこちで
見られます。

全域で
見られます
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